
 

 

 

 

◆事業の目的 

  上越市景観計画において目標としている「自然と風土がおりなす、上質な美しさが実感で

きるまち」の実現と地域の特性を活かした景観づくりを進めるため、平成 28年度から南本

町三丁目をモデルとした「市民による主体的な景観づくり」支援の取組を行っています。 

南本町三丁目は、雁木だけでなく、暖かみがあり落ち着いた外装色、レトロな雰囲気の看板

や照明など、歴史と文化を感じられる特色あるまちなみを持っているとともに、町内史の発刊

や地域が主体的に開催している「雁木通りまつり」など、町内の「人とひとの繋がり」が強く、

まとまりのある地域であることから、景観に関する意識啓発を行いながら、まちづくり活動に

取組むこととしました。 

 

◆南本町三丁目の景観まちづくり活動の目標 

単に「まちの見た目」を整えることではなく、住民の活動により地域コミュニティを育み、 

まちを魅力的にする活動が楽しく・長く続くことが目標です。 

 

◆主な活動内容 

 ・空き家を活用したイベントの開催（クリスマス会・写真展など） 

・雁木を活用した景観形成（雁木の塗装・格子の設置・のれん掛け・照明実験など） 

 ・広報活動（景観情報誌の発行） 

 ・地域景観の為の制度づくり（景観色彩ガイドラインの作成・運用） 

  ※上越総合技術高等学校の生徒と連携しながら活動を実施しています。 

 

≪空き家を活用したイベントの開催：H29年度～≫ 

 ・上越総合技術高等学校の生徒達と連携し、空き家を活用したイベントを開催し、子供から

お年寄りまで幅広い世代層が交流できる場づくりを行っています。 

 

 

 

南本町三丁目景観まちづくり活動の概要 
 

 

クリスマスイベントを開催！ 写真展の開催！ 



≪雁木通りの雁木の塗装・格子の設置：H30年度～≫ 

・住民や高校生が参加するワークショップにより、南本町三丁目の景観色彩ガイドラインに

沿った修景活動（格子作成や塗装）を行い、景観まちづくり活動の実践とモデルケースづ

くりに取り組んでいます。 

◆トキワインテリア倉庫：H30年度 修景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆石川商店：H30年度 修景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆竹内電気商会：R元年度 修景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆鹿住商店周辺：R2年度 修景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

のれんでおもてなし！ 

アルミサッシを格子で目隠し！ 

室外機を格子で目隠し！ 

柱をごけ茶に！ 

雁木の幕板をごげ茶に！ 

のれんでおもてなし！ 

自動販売機の色変更！ 

室外機を格子で目隠し！ 

雁木の柱・壁・屋根をごげ茶に！ 

アルミサッシを格子で目隠し！ 

 

室外機・窓を格子で目隠し！ 

雁木の柱・壁をごげ茶に！ 



≪夜間の照明実験：R元年度≫ 

 ・夜間景観を考えるために照明体験ワークショップを実施し、照明の違いによって、まちの

夜間景観がどのように変化するかを多くの人に体験してもらい、今後の夜間景観のあり方

を検討していくため実施しました。 

 

 

≪灯り・ロードの開催：R2年度≫ 

・青田川と雁木の「灯り・ロード」のイベントの開催と合わせ、高校生と協力し、雁木のライ

トアップや影絵を実施しました。 

≪その他の活動：R2年度≫ 

 ・雁木通りのにぎわいづくり活動として、雁木通りに設置する縁台を作成しました。 

 ・雁木通りの彩りづくり活動として、雁木通りの柱に設置する住居表示板の作成を行ってい

ます。 

 

≪景観情報誌の発行≫ 

・住んでいるまちの再認識や情報を共有するために、南本町三丁目の「人」「事柄」「歴

史」をキーワードにした記事を住民自らが作成し、まちの情報を発信しています。 

・今後は SNSの積極的な活用も検討しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



 

◆南本町三丁目景観色彩ガイドラインの運用 

南本町三丁目のまちなみに似合う色、雰囲気、素材などのイメージを共有し、統一感や連続

性を持たせることによって地域の魅力をさらに向上されるため、「南本町三丁目景観色彩ガイ

ドライン」を作成しました。 

町内で建物を改築・新築する際には、外壁や屋根、雁木の色をガイドラインに沿ったものに

するように運用を開始しました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 


